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給化の効果Iによる窒素，燐般の古11組問責前処坦� 
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すたわち摩問� C層の無処理� igrJ1では無-霊童素区，戸� 

無燐酸区は激しい欠乏症K陥り，草丈も低〈収量

も甚だ、少t:J.かった。� ζれに対して� HCl処理士擦

ではとのよう友欠乏状態が緩和され，相当 1 1.: ~j い収


量を符たので，HCl処理による室長素，燐酸可給態

化の効果は明瞭であった。� 

111 考察

棋室長地方に分布するj事帰i統火山灰土岐は腐植合

忌が比較的高<，いずれも10%前後あ り黒色で一

見地味が高いように考えられるが，笑際には府薄

で地力向上の手段として堆厩Ij巴の施用が常に奨励

されている。� ζ の地方の火山灰の炭素含量は開墾

直後草木根の分解消失される聞にず汗の低下が認

められるが，その後平衡した仰をど保ち ， 開ti~後数

十年経た熟畑VC4うってもえi::J6>著しく黒色で炭素含

量は依然として相当日当Jい価を7)ミしている。叉摩周� 

c，d 両!萄のように二Hí~腐織や ζ れに附随する

室長素合量が相当に高いにも拘わらず，� ζ れに作物

を植えると燐酸欠乏と共に著しい室長素欠乏をも併

発する。しかるに堆l既IJ巴を，例えば� 500貫枕施用

(禅問�  cJ0瓜酸 ，iIj;処辺 土〉

る。以-'--のとおり多量に合まれていても効用の侭

い腐植，� ibるいは会主主素が沢山あっても室長素欠乏� 

K陥る場合，及び堆厩肥を搬入しても土決腐植の

増加の困難なとと等，閣植の量と質と分解過程に

ついて詳細な調査研究を必嬰とするのである。

腐植がJ也プJ増強?と効果のある理由について極点

数えあげうるが，そのうち最も重要な作用は直接

的友作物養分給源としての効果と粘ニI~鉱物と共に

肥料養分の保持置換す旦休であるととの� 2つであ

る。後者の作用κついて当地方火山灰のように粘

土鉱物に乏しい土壌では腐植が主役を果たしてい

るのであるが，これについては次報に述べるとと

として今回は主として前者の問題を検討した。

土妓有機物を腐楠化の)1闘に簡単に分けて，植物

遺休，粗腐植，真性腐植酸，ヒ ユ ミン炭とした。� 

ζ のうち前2者は二|由民中では扶雑物的存在で不安!

定であり，� ζ れを構成する炭素は細菌，紙状菌等

の分解作用を受け無機化 して直楼植物養分として

利用されるもの或は単休とえEって空中に消失する

ものと，更に腐植化が進み真性腐植酸となる道が

考えられる。すなわち堆厩肥あるいは開墾当初の

I-しても秩までにはそのほとんどが消失 し， ごJit腐 草木根等はその大部が無機化され，遂に消失する

植の-'--昇は認め難<，毎年� 1，000貫以」連用して 道をたどるのであるが，ζ の際可溶態の室主素，燐

漸〈極〈僅に鷹植含有率の増加が測定しうる程度 酸及びその他塩基等を放出し作物養分の補給源と

で，施用した有機物の大部分lま消失して了ってい� なり，分解量が多く速かで通うればbるほど植物主主与








